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平成27年度地域志向教育研究経費の採択課題「インバウンドを意識した観光施設づくり―本学のシーズを活かした試行―」通称：水族館多言語化

プロジェクト（研究代表者：黒木 宏一・本学講師）において、６月13日にワークショップを開催した。

ワークショップには、プロジェクトのメンバー（教職員６名、学生７名）のほか、水族館、本学教職員、そして子どもまで幅広い年齢層の19名が

参加した。ワークショップの意義は、ワークショップより得た新知見にとどまらない。開催告知のプライヤーはプロジェクトメンバーの学生に

よって制作されるなど、開催に至る過程・段取りのノウハウも蓄積される。地域社会における産学官連携の充実、発展過程の科学的な検証へとプ

ロジェクトは一歩一歩続いていく。
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平成27年度稚内北星学園大学地域志向教育研究経費採択課題

水族館多言語化プロジェクト ワークショップ開催

図表 プロジェクトメンバーの学生が制作した
ワークショップのフライヤー

＜プロジェクトの意義と発展可能性＞

10:00 開会
10:00～10:15 ミニレクチャー（藤崎達也 講師）

観光の情報提供！
サインや看板で補うものとそれ以外、
敢えて全ての情報を与えない手法!!

10:15～10:45 館内展示視察（前回の振り返り）

10:45～11:25 “気づき”の持ちより

11:25～11:30 まとめ（藤崎講師・水族館職員より感想）

＜ワークショップの流れ＞

稚内北星学園大学 地域観光支援室

＜ワークショップの目的・内容＞

巡検を踏まえた「魅力」「課題」「多言語化」の情報共有

「水族館多言語化プロジェクト」では、外国人来館者に水族館をより一層楽しんでいただこうと

いう思いから、水族館の多言語化を進めている。去る５月16日には館内を視察する巡検を実施し、

多くの気づきを得た。このワークショップは、メンバーや関心がある皆様で〝気づき″を持ちよ

り、共有し、プロジェクトに一層の魅力を付加することを目的としている。

図表 当日のレジュメ


